①講演・講座
健港プロジェクトX
6月5日（金）・6月11日（木）・6月18日（木）・6月25日（木）・7月3日（金）
無料
正しいウォーキングとラジオ体操の方法を学び、ご自身の健康づくりに役立ててみませんか？
1 6月5日（金） 講話「健康づくりは運動から」
2 6月11日（木） ラジオ体操の実技
3 6月18日（木） ウォーキングの実技
4 6月25日（木） 区内ウォーキング
5 7月3日（金） 栄養のお話
●場所　区役所2階　集団検診室　④のみ別途ご案内します
●時間　①～③13時30分～15時30分 　④9時30分～11時
●定員　40名（先着順）
●問合せ・申込　保健福祉課（保健活動）電話6576－9968  6572－9514

②イベント
5月19日（火）
無料
港ウォーキングイベントの参加者募集！！
「みなと再発見ウォーキング」
ウォーキングルート
港区役所⇒市岡下水処理場「せせらぎの里」⇒福崎⇒池島公園⇒港区役所
港区保健福祉センターの健康・運動講座修了者の「運動サポーター」と区民の皆さんが合同で区内をめぐるウォーキングイベントを行います。日ごろ運動不足の方、まずはウォーキングから始めてみませんか？ 
●集合場所　区役所2階　集団検診室
●時間　10時～12時　※雨天中止　　　
●定員　2０名（定員になり次第〆切）
●問合せ・申込：保健福祉課（保健活動） 　電話6576－9968  ＦＡＸ6572－9514

おしらせ
大阪市国民健康保険加入者の方へ　平成27年度・保健事業のお知らせ
生活習慣病の予防や早期発見のために、ぜひ年に一度、自分の体をチェックしましょう。
●特定健診　無料
　40歳以上の方　※4月末頃に受診券を送付。
●後期高齢者医療健康診査
　75歳以上の方
●1日人間ドック　30歳以上の方
　健診料は30～39歳の方15,000円、40～74歳の方11,000円
ただし、昭和45年生まれの方は無料
※40歳以上は特定健診の「受診券」が必要。
●問合せ　窓口サービス課（保険年金・保険）電話6576－9956　ＦＡＸ6576－9991

おしらせ
介護保険の利用者割合等について　※平成27年8月1日～
◆利用者負担割合の見直し
６５歳以上の被保険者のうち、一定以上の所得のある方については、住宅改修や福祉用具の購入、介護サービスを受けた時の利用者負担割合が１割から２割に変更。
◆高額介護（介護予防）サービス費の見直し
同一世帯内に６５歳以上の被保険者で現役並み所得者がいる世帯の介護保険高額介護サービス費の上限額が37,200円から44,400円に変更。
◆特定入所者介護サービス費の見直し
施設入所や短期入所での居住費・食費の補助において、別世帯の配偶者が住民税課税者の場合は、支給対象外。また、申請には、預貯金等の申告が必要。
●問合せ　保健福祉課（介護保険）電話6576－9859　ＦＡＸ6572－9514

おしらせ
カラスの威嚇（いかく）にご注意を
5月～6月頃のカラスは、ヒナを守るために、大きな声で鳴き続けるなど威嚇行動をとります。こうしたカラスを見かけたら、あわてずにその場から離れましょう。
●問合せ　保健福祉課（保健運営）電話6576－9973 　ＦＡＸ6572－9514

相談受付けます！
【区役所での】法律相談
無料
●日時　毎週火曜日※5月5日（火・祝）を除く
●場所　区役所1階 相談室
●定員　第3火曜日は8名、第2･4火曜日は16名
●申込　要予約  当日の9時から電話受付（先着順）
●問合せ　総務課（区政統括）電話6576－9978  ＦＡＸ6572－9511

【区役所での】行政相談
無料
●日時　毎月第１木曜日  5月7日（木）・6月4日（木）14時～16時（受付は15時まで）
●場所　区役所1階 相談室
●申込　直接来所（先着順）
●問合せ　総務課（区政統括） 6576－9978  6572－9511

健康チェック！
各種健康診査を受けましょう。※区民対象健康チェック！
がん検診※１
乳がん（マンモグラフィ検査）
費用　40歳以上　1,500円 
日時　7月28日（火） 13時30分～15時、18時30分～20時 
※今年度から区役所ではマンモのみ実施。超音波検査は医療機関で実施
場所　区役所2階

胃がん（胃部Ｘ線検査）
費用　40歳以上　500円 ※取扱医療機関は、1,500円
日時　7月4日（土）9時30分～10時30分
場所　区役所2階

大腸がん（免疫便潜血検査）
費用　40歳以上 300円
日時　7月4日（土）9時30分～10時30分
場所　区役所2階

肺がん(胸部Ｘ線検査)（かくたん検査）
費用　40歳以上　無料　※かくたんは400円
日時　7月4日（土）9時30分～10時30分
場所　区役所2階

骨粗しょう症検診 ※1　
費用　18歳以上　無料
日時　6月3日（水）9時30分～11時
場所　区役所2階
※1　要予約　電話で簡単に予約できます。（定員になり次第、受付を終了します）　　　　
※老人医療証、高齢受給者証、後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方、生活保護・市民税非課税世帯であることがわかる書類をお持ちの方は費用が無料になりますので、当日ご持参ください。
※がん検診・特定健康診査は、大阪市内の取り扱い医療機関でも受診できます。詳しくはお問い合せください。

結核健診
費用　15歳以上　無料（予約不要）
日時　5月7日（木）10時～11時、6月1日（月）10時～11時
場所　区役所2階

歯科健康相談
費用　無料（予約不要）
日時　5月11日（月）9時30分～10時30分、6月3日（水）9時30分～10時30分  
場所　区役所2階

〈特定健康診査〉
対象　国民健康保険に加入の４０～７４歳の方または後期高齢者医療制度に加入の方
健診内容　
・基本的な検診
問診、身体計測、血圧測定、診察、尿検査、血液検査
・詳細な項目
貧血、心電図、眼底　（医師が必要と判断した方のみ）
費用　無料（予約不要）
日時　5月5日（火・祝）9時30分～11時、6月3日（水）9時30分～11時
場所　区役所２階
受診方法
健康保険証と受診券・前年度の健診結果をお持ちの方はその結果を必ずお持ちください。（医療機関でも受診できます）
●申込・問合せ　保健福祉課（保健運営）　電話6576－9882　ＦＡＸ6572－9514

はっぴー♪ マタニティークラス5月12日（火）・26日（火）無料 
妊娠・出産・子育てについて楽しく学びます。
5月12日（火）妊娠中の過ごし方 他
5月26日（火）妊婦歯科健診 他
※6月は1回目6月2日（火）、２回目6月9日（火）3回目6月23日（火）です。
●時間　13時30分～
●場所　区役所2階　集団検診室
●対象　妊婦とパートナー
●申込　不要　
●問合せ　保健福祉課（保健活動）　電話6575－9968　ＦＡＸ6575－9514

6月12日（金）・10月9日（金）・2月12日（金）無料
「ふたごの広場 さくらんぼ」開催します！
多胎児（ふたご）を育てている保護者の方が集う広場です。子育ての悩み、楽しさを共感しませんか？ ふたごを出産予定の妊婦さんも大歓迎です！『ふたご育て』の先輩も参加。子育てのノウハウを教えてもらいましょう。手作りおもちゃ制作なども予定しています。●問合せ　保健福祉課（子育て支援）電話6576−9844   FAX6572−9514

保育の専門員に「保育の悩み」を相談してみませんか？無料
利用者支援専門員がじっくりと話を聞きながら、ニーズにあった保育所や幼稚園、地域の身近な子育て支援施設を利用できるようサポートをしていきます。お気軽にご相談ください。
●時間　10時～16時45分
●場所　区役所3階32番窓口
●問合せ　保健福祉課（子育て支援）電話6576−9856   FAX6572−9514

特集面
「いちばん住みたいまち、住んで誇りに思えるまち 港区」の実現めざして　
みんなでつくる港区。今年度の事業を紹介します。
「まちづくりの５つの柱」港区では、５つの柱により今後のまちづくりを進め、「いちばん住みたいまち、住んで誇りに思えるまち  港区」をめざして取組んでいきます。
区民主体のまちづくり 
安全・安心・快適なまちづくり 
健やかにいきいきと暮らせるまちづくり
子育て世代が魅力を感じるまちづくり 
訪れたい魅力と活気あふれるまちづくり

今年度の主な港区の事業 
防災・防犯、地域福祉など区民の安全・安心を確かなものにする取組みのほか、戦後70周年・港区誕生90周年を迎え、このまちの歴史を振り返り、戦争の悲惨さ、平和の尊さを伝えていく事業をはじめとして、「築港・天保山エリアのにぎわいづくり」や「弁天町駅前土地区画整理記念事業」など、このまちの歩みを区民の皆さんと共有しながら将来のまちづくりに向けての事業を推進します。また、区民への情報発信や区民の意見を区政に反映させる取組みを更に強化します。

「大阪市戦後70年記念事業」～みて・きいて・つたえたい・へいわ～
戦後70年記念　大阪港周辺戦争体験・復興記録事業
大阪市の復興は港から」を合言葉に、戦後ただちに大阪港の本格的な再建に取組んだことや、戦後45年の歳月をかけて、区民と行政が力を合わせて土地区画整理事業によって、まちの価値を高めてきたことを知っている世代が少なくなっています。
戦後70年の節目に、戦争の恐ろしさや悲惨さ、平和の尊さを後世に語り継ぐため、戦争の体験談や港区を中心とした大阪港周辺の戦争被害などの復興資料を収集し、公表します。特に小・中学生など、戦争を知らない、将来のまちづくりを担う若い世代を主な対象として、平和や自分の命の大切さを心に刻み、困難に立ち向かう意欲を育むため、港区のこれまでの歴史とその魅力についてわかりやすく紹介する記念冊子などを作成します。

訪れたい魅力と活気あふれるまちづくり
弁天町駅前土地区画整理記念事業
昨年度に事業決定した弁天町駅前土地区画整理記念事業では、今後整備する「（仮称）区画整理記念・交流会館」に、世代間交流・子育て支援・コミュニティ活性化・高齢者の生きがいづくり・災害時避難等の機能をもたせることにしています。今年度は、その具体的な事業概要や運営方法などについて検討調査を行い、記念事業の趣旨に沿った今後の港区のまちづくりに貢献する事業として具体化していきます。また廃止する公共施設の移転後の取扱いについて検討します。

訪れたい魅力と活気あふれるまちづくり
築港・天保山エリアのにぎわいづくり
築港・天保山エリアは「大阪市都市魅力創造戦略」の重点エリアのひとつに位置づけられ、港湾局などを中心として、集客力の強化・向上に重点的に取り組んでいます。港区役所では、エリア情報の発信やイベントの実施などについて、地域や企業等が連携、協働して自ら資金を確保しながら、自立的な活動が実施できるような仕組みづくりを進めています。また、エリア内の周遊性やおもてなし力を向上させるため、わかりやすい案内板「まちなかサイン」の整備などを進めています。

安心・安全・快適なまちづくり 
地域防災力の強化
地域防災力の強化のため、各地域へ防災無線機の追加配備を行うとともに、各地域で策定された防災計画に基づいて、地域の自主防災組織がより迅速かつ適切に災害時に活動できるよう支援します。また避難行動要支援者の避難の支援や外国籍住民への防災情報の提供などに取組みます。

健やかにいきいきと暮らせるまちづくり
要援護者の見守りネットワーク強化
身近なくらしの困りごとの相談窓口として、各地域に「見守りコーディネーター」を配置し、住民主体の福祉コミュニティづくりを推進します。また、高齢者、障がい者、子どもなどに関する相談機能を充実させるとともに、行政と関係機関や地域で活動する団体等との連携を強化し、要援護者の把握や孤立化の防止を図ります。

子育て世代が魅力を感じるまちづくり
子どもの主体的な読書活動のため、学校や地域における「絵本ひろば」の開催を促進するとともに、科学者や技術者とカフェ感覚で気軽に交流しながら科学を学ぶ「こどもサイエンスカフェ」を開催するなど、港区の特性や強みを活かした教育事業に取組み、子どもの学ぶ力、生きる力を育成します。

子育て世代が魅力を感じるまちづくり
港区サードプレイス事業「エルカフェ」
家庭でも学校でもない、子どもたちの第３の居場所「サードプレイス」を、社会福祉法人大阪市港区社会福祉協議会と地域のボランティアとともに運営します。自由に話をしたり学習ができる環境で、地域の人々とのつながりの中で、コミュニケーション能力や人間関係形成能力などを育む居場所を提供します。

子育て世代が魅力を感じるまちづくり
英語交流事業
昨年度に引き続き、小中学生を対象として、世界で活躍できる人材を育成するため、「生きた英語」を使う場面を実体験させる「英語村」や演劇やゲームなどを通じて、「英語」でのコミュニケーション能力の向上をめざします。また、今年度は新たに、子どもたちが身近なところで気軽に留学生等と英会話で交流する「英語カフェ」を開催します。

安心・安全・快適なまちづくり
歩行や移動の安全性の確保
弁天町駅前ロータリー内の放置自転車をゼロにするための対策を検討します。また、弁天町駅周辺のバリアフリー化を進めるため、国に対して地下道へのエレベーター設置を働きかけるとともに、暫定的措置として、車いす利用者が地下鉄弁天町駅ホームを利用して国道43号を横断できるよう支援します。

安心・安全・快適なまちづくり
子どもの安全の確保
子どもたちがトラブルに巻き込まれそうになった時、駆け込んで助けを求められる「こども１１０番の家」。地域の企業やお店、個人のお宅など、ご協力いただいている場所を地図に表示して保護者に配布するとともに、子どもと「１１０番の家」の顔の見える関係づくりに取組みます。

平成26年度　港区事業報告
平成26年度は、港区らしい「区民主体のまちづくり」を実現するために、各地域における防災計画の策定など、地域と区役所が力を合わせて取組んだほか、「活気あふれるまちづくり」として中小企業への支援や築港・天保山エリアの魅力づくりに、また「次世代をはぐくむまちづくり」として教育の分野で様々な取組みを行いました。ここでは、昨年度の港区の主な事業を紹介します。

安心・安全・快適なまちづくり
防災対策の強化
港区全11地域の避難所開設訓練や各地域の防災計画の策定を支援するなど地域主体の取組みを促進しました。また、企業や関係機関等との連携を強めることによって、地域防災力の強化に取組みました。
●港区防災サポーター登録制度創設 44社（平成27年3月末現在）
●区内全10郵便局と協力協定
災害発生時における避難広報・活動等に関する協定を締結
●大阪市交通局と協力協定
地下鉄高架３駅を津波避難施設に指定する協定を締結

訪れたい魅力と活気あふれるまちづくり
まちのにぎわい創出と地域経済の活性化
取引先の拡充のために企業交流を促進するなど、中小企業の支援を行いました。また民間活力によって観光資源を活性化する広域行政の取組みと連携して、まちづくりの視点をもって回遊性を高めるなど、築港・天保山エリアの魅力の発信と創造に取組みました。
●中小企業の交流促進
大正・西区と合同で中小企業経済交流会を開催
●ものづくり企業における人材確保の支援
人手不足に悩むものづくり中小企業と就職を求める若者をマッチングさせる取組みにより、５名を正規雇用
●みなトクモンプロジェクト
「港区の新しい名物」を開発する事業者を支援（14事業者20産品）
●天保山まつり
市民協働・官民連携イベントとして11月3日に開催。天保山まつりのシンボル、菱垣廻船（（ひがきかいせん））を復元した「浪華丸（（なにわまる））ヒガキくん」のまちなかパレードなどを実施
●築港・天保山エリア魅力パワーアップ事業
ロゴマークの制作やエリアガイドブックを作成

健やかにいきいきと暮らせるまちづくり
健康・福祉に関する取組み
小学校下地域の身近なところで様々な福祉制度の狭間（（はざま））にある高齢者など援護が必要な方へのサポートを強化しました。また、11月を「港区健康月間」として、区内各所で区民の皆さんが気軽に参加して楽しめる「健康づくりイベント」等を実施しました。
●地域見守りコーディネーターの配置
港区全11地域に配置。高齢者・要援護者等の相談や一時的な援助、見守り
●若年妊産婦への支援システムの構築
市立大学と連携して妊娠期より切れ目のない支援システムを構築
●ディーセントワークプロジェクト
ハローワーク大阪西や大阪マザーズハローワークと連携して、ひとり親家庭等や障がいのある方の「働く」を支援
●港区健康月間（11月）
区内12の団体や企業等が連携してスポーツ、健康相談・講座等を集中的に開催

区民主体のまちづくり
広報紙の配布事業
区の広報紙「広報みなと」の配布を社会的ビジネス化しました。広報紙の全戸配布にあわせて、地域や事業者からの提案により、高齢者の見守りや地域情報の発信、担い手の拡大など、それぞれの地域課題の解決に取組む事業として委託実施しました。

子育て世代が魅力を感じるまちづくり
教育分野の取り組み
子どもたちの学ぶ力・生きる力の育成に向けて、港区独自のさまざまな教育事業を行いました。
●英語交流事業
英語圏での生活を再現した「英語村」などを通じて、コミュニケーション能力や外国文化への関心等を高め、グローバル人材を育成
●こどもサイエンスカフェ事業
八幡屋公園など、区内の魅力ある教育資源等を活用し、カフェ感覚で気軽に科学を学ぶ機会を提供
●絵本ひろば
こどもの主体的な読書活動のため、学校や地域での開催を促進
●スクールソーシャルワーカー巡回・派遣事業
区専属のスクールソーシャルワーカーが各学校園を巡回。福祉的課題等をかかえた児童生徒及びその家庭に対する支援・課題解決
●大阪大学との「こどもの居場所づくり」協働プロジェクト（研修会の開催）
中1ギャップ問題解決に向けたパイロット事業
不登校予防のため登校支援や別室登校支援をするサポーターを小学校に配置。
[bookmark: _GoBack]『港区版　家庭学習の手引き』を作成配布し、生活・学習習慣づくりのための講習会を開催。
